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Collaborative　Research　Group　 for　the　 Shidara　Basin

Abstract　 The　 Neogene 　 distribu［ed 　 in　 the 　 south 　 district　 of 　 Mt，　Horaiji　 is　 studied 　 strati −

graphically，　The　 result 呈s　as 正ollows ；

〔1）　The　ill−sorted 　conglomerate 　developed　 at 　 the　 basal　 part 　 of　 the　Neogene　System　is

　pressumed 　 to　be　 a　 marginal 　 conglomerate 　formed 　 by　 collapse 　movement ．

〔2〕　The　disconfQrmity　po 重nted 　 out 　 by　KATo 　（1962＞重s　 nqt 　 found．

〔3〕　We 　 found　 new 歪y　the　 angular 　disconformity 　between 　the　Kuroze　formation 　and 　the 　 Oro

　 formation，

四 　We 　have　 a　 new 　 difinition　 of　 the　 Hokusetsu　 and 　the　 Nansetsu　 subgroups 　 on 　the　 basis

　 of 　 the　 angular 　 disconformity（Table　 1）．

（5｝　The　 upheaval 　 movement 　 forming 　the 　 disconformity　 is　 greater　 in　 the 　 south ．

（6）　【nthe 　south 　 district，　 there 　 are 　 many 正aults 　along 　 the 　Median　Tectonic　Line．　 It

　is　 pressumed 　that　 the　upheaval 　 movement 　 may 　have　relation 　 to　 the 　activity 　 of　 these

　 faults　 because 　 it　 has　 no 　 effect 　 on 　 the 　 Nansetsu 　formation．

〔7）　The 　collaspe 　bas童n 　is　pressumed 　to　be　iocated　in　the　area 　where 　the　amount 　of

　denudation　主s　the 　largest．

〔8｝　In　 the　 S捕dara　 basin，　 there　 happened　 the　 formation　of　 collaspe 　 basin　 twice ．

は 　 じ　 め 　 に

　新第 三 系か らな る設 楽 堆積盆地 は，そ の 南縁 を中央 構

造線 に接 して お り，主 と して 領家変成岩，花 こ う岩な ど

の 基 盤 の 上 に 発達 して い る，こ れ ら新第 三 紀 層 は，瀬戸

内区の 海成 の 中部 中新 統 と して 、あ る い は ，設 楽 火 山岩

類 と して よ く知 られ て い る．新 第 三 系 の 層 序学 的 研 究 は，

鳳 来寺山 周辺で 多 くな き れ て きた （納富，1929；斉藤，

1952 ；吉 田，1953 ；林，1955な ど）．近 年，KATo （1962）

は．設楽堆 積盆地 の 総 括 的 研 究 を行い ．不 整 合 を境 に t
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　　　　　　　　　　　　　　　，
北 設 亜 層群 と南 設亜 層 群 と に わ け た ．前 者 は 主 に 海 成 層

よ り成 り ， 後者 は主 に火 山岩 類 か ら な る．そ の 後，設 楽

火 山 岩 団 研 （1979）は，KATO の 云 う南 設 亜 層群 に 属 す

る 火山 岩類の 層序 を明 らか に した．こ の よ うに地質層序

は か な り 明 らか に なっ て きて い るが ，KATO （1962）の 指

摘 し た不 整 合 に っ い て は 疑問 視 さ れ て い る （沢 井，1976）．

　
一

方，北設亜層群の 基 底 には，特異 な礫 岩が 記載 され

て い る （斉 藤，1952；KATo ，1962）．こ の 基底 礫岩 ぱ，

高角の 不 整合面で基盤 に接 し，花 こ う岩の 円礫 を含む 不

淘 汰 礫 岩 で あ る．こ れ は ，藤 田 （1973a な ど）に よ り，

グ リ
ー

ン ・タフ 地 域で 明 らか に されて き た堆積盆地発生 期

に 見 られ る崖錐 性縁 辺 礫 岩 とよ く類似 して い る．設楽堆

積盆 地 は 瀬戸 内区の 東端 に 位 置 し，グ リ
ーン ・タ フ 地域の

南縁帯 の
一

角を占め て い る．設楽堆積盆地 で も，グ リ
ー

ン ・タ フ地 域 と同様 な堆 積盆 地 の 発生
， 発展 の 過 程 が 認 め

られ、る の か ど うか は，きわ め て 重 要で あ る．藤田 （1973

b）は，設楽盆地 の 形成 運動 と中央構造線 の 動 き との 関連
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で も注目 して い る，

　設 楽 団体 研 究 グ ル ープは，巨礫 を含 む基底礫 岩 の 性格

を明 らか に す るこ とと，KATO 〔1962）の 指摘 し た不整

合 に つ い て の 再検討 を 目的 に して，鳳来 寺山 南部 地 域を

中心 に ユ976年以 米 地 質 言周査 を して き た
＊｝

　 こ の 団体 研 究 を行 な うに あた り，多くの 方 々 の 御協力

を得 た，仲井豊 氏 〔愛 知 教育 大学 ）に は，団 研 活 動 を続

け る に あた り， 終 始適切 な助言をい た だ い た．藤 出至則

氏 （新 潟 大学）に は，現 地 で 多くの 助 言 を，さ らに 草 稿

の 検 討 ・校 閲 をして い た だ い た．山内靖喜 （島根大学）・

吉 谷 昭彦 （鳥取 大 学 ）の 両 氏 に は論 文 の 査 読 を して い た

だ い た．愛知 県道 路 公 団の 竹 内康祐氏 に は，調 査 の 便 宜

をは か っ て い た だ い た，神 谷 好志枝 氏 に は，和 文 タ イ フ
．

を打 っ て い た だ い た．現 地 調 査 に は メ ン バ ー
以 外の 多 く

の 方 々 の協 力 を得 た．また，林唯
一一

氏 （愛 知 教 育 大 学），

愛 知 教 育大学 地 学 教 室 に は ，い ろ い ろ と御便 宜 をは か っ

て い た だ い た．宿 泊 に ぱ ， 新城 市 大 海 の 鈴 木 家 の 皆 様 に

懇意 な 御世 話 をい た だ い た ，以 上 の 方々 に 記 し て，感 謝

す る 次 第 で あ る．

地 質 概 説

調査地 域 （第 1図）は，国鉄飯 田線沿 い に 大海 か ら「

河 大 野 ま で の 東 西 5．5km，南北 7km の 範 囲を示 す地 域 で

あ る．中央構造線 に 接 して ，す ぐそ の 北側 に位 置 して い

る．

　新第三紀層は，三波川変成岩 類，圧砕岩 類，領家変成

岩 類，花 こ う岩類 を基 盤 と して 発進 して い る。新 第 三 紀

層の 層序 と 分 布を，第 1 表 と第 1 図に そ れ ぞれ示 した．

地 質 断 面 図，柱 状 図 の 位 置 は，それ ぞ れ第 2 図，第 3 図

に 承 し た．第 1表 に み られ る よ う に，KATo 〔1962）の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ　 ハ　 ’t
層序 と 大 き く異な るの は，玖 老勢累層の 1曽準で あ る．筆

者 らの 調査 に よ っ て 坪沢 累層 と玖 老勢累層 とは整 合漸移

関係 に ある こ とが明 らかに され，KATO （1962）の い う不 整

合 関係 は 認 め られ なか っ た，し か し，玖 老 勢 累 層 と その
　 　 　 　 　 Ft　う つ
上 位 に く る尾 籠 累層 とは，三 河 大 野 の 北で 著 しい 傾斜不

整 合の 関係 で あ る こ と が わ か っ た．そ の た め，今 回，地
　 　 　 　 　 　 　 　 　 は｛　ttつ　　　 　　　　 　　　　　なん　L，−，
質 区分 をあ らた め て ， 北設 亜 層群 と南設 亜 層 群 と は ，

こ

の 不整合を境 にして分 け，玖 老 勢累層 を北設亜 層群 に 含 め

た
＊ i 南設 亜 層 群 の 地 質 層 序 は，設 楽 火 ［h岩 団研 （197g＞

と
一．致 し た た め，そ の 地 層名を用 い た．本調 査 地 域で は，

び，’　じへ　1，t
明 神 山 累層 ま で し か 発 達 し て い ない ．

　 東 門 谷 累 層か らは，軟体動 物 化石 が 多産 し，その 化 石

群 集 か ら ， 林 （1952）は
， 本累 層 を瑞 浪層 群 の 月吉 ・戸

狩層 に 対比 した．また，鳳来寺山 の 松脂岩 の 絶対年代 と

第 1図 　層　　序　　表 ．

言殳楽 団石汗　（1979） 岩 相 設楽火山岩団研 （1979）　　 KATo （1962）

鳥し　米　？胡　累　丿啻

中

南

設

亜

層

群

1柵 累 ・ i南 …

脚 軸 累 層

南

部

明 神 山 累 層 紫 ソ 輝 石 石 英 安山 岩 溶岩
一 一

　 　 　 　 　 　 　 1

… 隰 ・ 縫 魏蘿鬻
疑

舗灰黔
火 隴 流

大 島 川 累 層

設

茹、

中
尾 　 籠 　累 　層

含 ザ ク ロ 石黒 雲 母 流紋 岩，松脂岩 溶岩，流
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 尾
紋岩 質 軽 石 凝灰 岩，同 質 火砕 岩 ，巨 レ キ岩 、

籠 　累 　 層

新

鬆熱暑蹶
　 凝 灰 岩 互 層

統

蜘 齪 岩，獗 　
　

韜縣議驛
　　　　　　　　　　　1 領家変成岩類，花 こ う岩 ，圧砕岩 類，三 波
　先新第三系基盤岩類
　　　　　　　　　　　日 11変成 岩類

曹1

群

＊ 1 成果の ・
部は ，1977年日 本地 質学 会で 誰演 し た． ＊ ： 沢 井 （1976，1979） と岡 じ兒解 に な・）た ．
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鸞
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〜12

　　　　 玖 老 勢累層，11：石英安山岩質軽

　　　　 石凝灰 岩 （鍵層｝，12 ：玖 老 勢 累 層，
　　　　 13 ：坪 沢 累層，14〜18 ：東 門 谷 累

　　　　 層，14 ：上 部 泥岩 層 ．15 ：上 部 砂

　　　　 岩 層，16：下部泥 岩 層，171下部

　　　　 砂岩 層，18 ：不淘汰礫岩 層，19
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　　　　 ：圧砕岩類，21　三 波川 変成 岩 類，
　　　　 22 ：斜 長 流 紋 岩，23 ：安 山岩 ，24

　　　　 ：向余斗構 造，　25 ：断 層 ．

第 1 図 地 質 図 ．
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黠

大

海

第 3 図 　地 名索 引 図．

して は，フ ィ ッ シ ョ ン ・トラ ッ ク 法 に よ り，15．9m．y．と

い う値 が得 られて い る （兼岡・小島，1970）．こ うし た事

実 か ら，現段 階 で は，北 設 ・南設 両亜 層 群 の 時代 は 中新

世中期 と考 え られ る．

地 　質　各 　説

　 1．先新第三 系

　調査地域 の 南部 か ら北部 に か けて ， そ れ ぞ れ三 波 川 変

成岩類，圧 砕岩 類，領家変成岩類，花 こ う岩類 な ど が分

布 し て い る．そ れ ぞ れ が ほ ぼ 北 東一南 西 方 向 の 帯 状 分 布

を示 して い る．本地域 の 三波川 変成岩類 は，黒色片岩を

主体 と し，しば しば 緑色 片 岩 が 挾 在 す る の が 特 徴 で あ る．

ほ ぼ 北東
一

南西の 走向を示 し，北 に 急傾斜 す る．そ れ ら

が 圧 砕 岩 と接 す る場 合 は，固結 し た破砕帯 （30− 100m 幅）

を膽トうこ とが 多い ．

　圧砕岩 類 と，破砕 し か っ 固結 した三 波 川 変 成 岩 との 境

界 が区別 で き な い 場 所 も 多 く認 め られ るの で，中央 構造

線 が，明 瞭 な断層 と して 確 認 で き る 場所 は少 な い ．ま た，

三波 川 帯内 に み ら れ る 断屑も断 層面 は 固結 して い る こ と

が 多い ．し か し，中央構造線の 構造 は，大局的 に 北東
一

南西の 走 向 で，北 に 4ぴ 程度 傾斜 して い る と み て よ い ．
　 　 　 　 　 　 ほ ん　ゑ り／しt］

　圧砕岩 類 は，本長篠以 西 に 広 く分布 し，それ らの ほ と

ん ど に は，花 こ う岩 組 織 が残 され て い て カ タ ク ラ ス テ ィ

ッ ク な岩 相を呈 して い る．大井川か ら東方 に 点 々 と分 布

して い る 圧砕岩 類 は，ボー
フ ィ ロ イ ド様 の 岩相 を示 し，

その 構造 は，北東一南西 の走 向 で，北 に40’の 傾斜 を示 し

て い る．

　花 こ う岩類 は，暗色 包 有物 を多く含む ， 角閃 石黒 雲 母

花 こ う岩 （清崎花 こ う岩） と，5mm 大 の 角 閃石 を多 く含

む 黒 雲 母 角閃 石 花 こ う岩 （新城 花 こ う岩 ）とが あ る （NA −

KA1 ，1976）．領 家 変 成 岩 類 の 分 布 は 狭 く，それ は 黒 雲母

片麻岩 が 主で，す べ て 花 こ う岩中 に と り こ まれ て お り，

ル ー
フ ペ ン ダ ン ト様 の 産状 を呈す る．
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　 2 ．新 第 三 系

　本調査地域 の 新第三 系を，不整 合 面 を境 に して，下 位

を砕 屑性 堆積物 を llとす る北設 亜層群，上位 を火山岩 を

’
i三とす る 南設亜 層 群 と に 区分 し た．

　 a ．北設亜 層群 （再 定 義 ）

　北設 亜 層 群 は，鳳来町寺 ドJl「南襾 部 区域 に広 く分布 し

て い る．上 限 ぽ不整 合の た め
， 不 明 で あ る が，少 な くと

も 1375m 以 上 の 層厚 を有 す る．下 位 か ら上位 に 向 け て ，
／・，t・，，−　ホニ　　tt
東 門谷 累 層 ， 坪 沢 累 層 ， 玖 老 勢累層 と に 区分 し た．前述

の よ うに，玖 老 勢累 層 と 尾 寵累 層 との 間 に，傾斜 不 整合

関係 が 認 め られ る た め，玖 老 勢累層 を北設亜 層群 に 含 め

た．

　（i ） 東門谷累層 （新 称
・KAT （），1962 の 田 日 累 層 ，

川 角累 層，下 田累層 に 相当）

　模式地 ： 鳳来 町 寺下 川 （た だ し不 淘 汰 礫 岩 層 を 除 く〉．

　積算 層厚 ：785m，

　東 門 谷 累 層 は ，ド位 よ り不淘 汰 礫 岩 層，下 部砂 岩 層，

下 部泥岩 層， L部砂岩 層，上 部泥岩層 ぴ）5 層 か らな っ て

い る．各 層 は そ れ ぞ れ整 合で ，漸 移関 係 に あ る．こ れ ら

5 層 が，KATO 〔19．　62）の 田 ［1，川角，下 田累層の どれ

に 相当す る の か，対 比 で きな い た め ，一
括 し て 新名称 を

用 い た ，

　不淘汰礫岩層 （層厚80m ）

　長 篠橋 北 と ド平 北 方 の 沢 に 分布 し て い る．ll「［1地 点 で の

礫 岩 の 岩 柑は と も に淘汰 不 良 の 巨礫 岩 で あ るが ，構 成 す

る 礫 種 に 違 い が あ る，

　長篠橋北 ：こ の 地点 に 分 布す る礫岩の 構 成礫 は 粗 粒 角

閃石 花 こ う岩 と黒雲 母 片 麻 岩 の 巨礫 か ら な り，最 大径 は

3m に 達す る．圧砕岩類 と三 波川 変成 岩類 の 礫 は認 め ら

れ な い ．粗 粒角閃 石 花 こ う岩 の 礫 が，礫 全体の 70− 80％

を占め，残 りは 黒雲母片麻岩で あ る，粗粒角 閃石 花 こ う

岩 は，黒雲 母 片 麻 岩 に 比 して ，礫径 が大 き く，FLI一亜 円

礫で あ る，黒 雲 母片麻岩 は 亜 角〜亜 Fl礫 で あ る．基 質 は

花 こ う岩 の 細 粒砕屑物 か らな り，著 し く固結 し て い る．

上部 に い くほ ど級 化 構 造 が 発 達 し，礫 径 も小 さ くな り，

円磨度 も高 くな っ て，糧粒花 こ う岩 質砂 岩 が 挾在 して く

る．そ し て 上 位 の 下部砂 岩 層へ と 漸移 し て い く．

　基 底礫 岩 と基盤 岩類 との 関 係 は ，長篠橋北200m の 豊川

河床で 観 察 で き る．基 底 礫岩 は破 砕 され か つ 固結 した 花

こ う岩 に80“〜909の 高角小 整 合 面 を も っ て ，ア バ
ッ トの

関係 を示 して い る．

　 下平 北方 の 沢 ：本地 点 に は ，花 こ う岩，玲 岩，ホ ル ン

フ ェ ル ス の 巨 礫 か ら な る淘汰 不 良の 巨礫 岩 が 発達す る．

花 こ う岩，吩 岩 は 亜 円
一

「
［1礫 で 1 最 大径80cm に達 し，ホ

ル ン フ ェ ル ス は極角礫 で ある．基質 は 主 に 花 こ う岩の 細

粒砕屑物 か ら な り，著 し く固結 して い る，吩 岩 礫 は緑 色

を呈 し，鏡下で は著 し く破 砕 され た組織 が観察 さ れ る．

本地 点 は，盆 地 中央部 に 位置す る た め，基 盤 岩類 と の 直

接の 関係 は 不 明 で あ る．しか し， 近 くに分 布 す る花 こ う

岩 類 は破 砕 さ れ ，固結 し て い る．竕 岩，ホ ル ン フ ェ ル ス

と も付近 の 地 表 に は分 布 して い な い ．

　下 部砂岩層 〔層厚155m ）

　本層 は主 に 粗粒花 こ う岩 質砂 岩 か らな る．し か し，ゆ

る く傾斜 した 不整合面を もっ て 基盤 岩類 上 に オーバ ーラ

ッ プ して い る部 分 で は，円磨 度 の 高い 中〜細礫 か らな る

礫 署 層を挾 ん で くる の が認 め られ る．また，花 こ う岩類

が基 盤 を な して い る場 合，不整 合 面 が わ か りに くい こ と

が 多 い ．礫 岩 の 下 部 に 比 べ て ， 上部 は
一．

般 に，淘汰 の 良

い 中粒 の 塊状 砂 岩 と な る．最 上 部 に は薄 い （1cm 以 ド）

黒色 泥 岩 が 挾在 す る よ うに な り，ヒ位 の ド部泥岩 へ と漸

移 し て い る．本層 か らは，多 くの 海 棲 動物 化 石 が 産出す

る．

　下部泥 岩層 （層厚280m）

　本層 の 下部 は 黒 色 泥岩優勢の 砂 岩 ・泥 岩 の 互 層 か ら な

る．黒色 泥 岩の 厚 さ は，ド部 で は 1 − 2cmで あ る が
， 上

部 に 向 っ て し だ い に 厚 くな り，本層 の 上 部で は 数 m に な

る．ま た，薄 い 自色 細 粒凝 灰 岩 が挾 在
．
す
一
る こ と が あ る．

本 層 の 構 造 は い ち じる し く乱 れ，発 達 地 域 全 域 に 異 常堆

積構造 が み ら れ る．砂 岩中に は，黒色 泥岩の 偽 礫 が 多 く

含 ま れて い る．

　上部砂岩層 嘱 厚135m ）

　本層 は岩 相 変 化 に 富 ん だ粗 粒 堆 積物を主体 とす る、一

般 に，岡東方 で は 黒雲 母結 晶片 に 富 む淘 汰 度 の 高 い 塊 状

砂 岩．東 門谷 南 方で は砂 岩 優 勢 の 砂岩 ・黒 色泥岩 互層 ，

お よ び寺 林 北方で は 層 厚20cm程 度 の 砂 質凝 灰 岩，凝 灰 岩

を は さむ黒色 泥 岩
・砂 岩 互層 か ら な る．

　 上 部 泥 岩 層 （層 厚85m ）

　本層は 数10cm単位 の 黒 色泥岩 と砂 岩 の 互 層か ら な り，

黒 色 泥 岩 が 比 較 的 に 優 勢 で あ る．下部 泥 岩 層 に 比 べ て，

本層中 に は 臼色 の 凝灰岩層が よ く挾在す る．上部 に 向 っ

て 泥 岩 は しだ い に凝 灰 質 と なり，凝灰 岩
・
凝灰 質泥宕互

層 に漸移 して い く．

　 （ii）　坪沢累層 （KATo ，1962と同義）

　 積 算 層 厚 ：175m ．

　 本累層 は凝灰 岩 と凝 灰 質 泥 岩 が，10cm−一数 10cm単 位 で

の 互 層 よ りな る．しば し ば，花 こ う岩 質 砂 岩 が 挾在 す る ．

凝灰岩 は極細粒
一

中粒で ，淘汰度 も高 く，臼色 を呈 して

い る，泥岩 は 灰 一11音灰 色 で ，凝灰 質で あ る．上 部に 向 か
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っ て しだ い に 凝灰 岩 がf憂勢 に な る．

　 （iii） 玖 老勢累層 〔KATO ，1962の 再定義）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t’／t　 e）
　模式地 ：鳳来町玖 老勢東方 の 分 野 川 河 床 ．

　積算層厚 ：415m 以 上 ．

　本層は 主 に緑色凝灰 岩 か らな る，そ の 多くは 粗粒で，

結 品片 の 多い 石 英 安山 岩質凝 灰 岩で あ る．結晶片 と して

は ， 石 英 ， 斜 長 石 ， 普 通 輝 石 が 含ま れ る．流紋 岩 質 凝 灰

岩 は，比 較 的 少 な い ．各 凝 灰 岩 の 単層 の 間 に は ，凝 灰 質

泥 岩 が挾 在 す る．ま た
， 凝 灰 岩 は ま れ に 火 山豆 石 を含む．

　模 式地 で は，本累層の 基 底 を流紋岩 質軽 石 質凝 灰 岩 層

（層 厚 3m ） に お い た．下 位 層 と は整 合 関 係 に あ る．こ

の 流紋岩質軽石質凝灰岩層 は，層厚を激 し く変化 させ る

が，比較 的 連続 性 が良 く，調 査地 域全 域 で み られ る の で，

こ の 凝 灰 岩 を玖 老 勢 累 層 の 基 底 に した．こ の ．ヒ位 に は，

緑 色 凝 灰 岩，泥 岩，6 枚の 石 英 安山 岩 質 軽石 質 凝 灰 岩 が

累積 す る （第 4 図 〉．石 英 安 山 岩 質 軽 石 質凝 灰 岩層 は連続

性 が 良 く，また 2 枚づ っ 近接 して い る の で ，2 枚の 石英

安 山岩 質軽石質凝灰 岩 層を 1 組 に す る 3組 の 鍵層 と して

使 え る．こ の 軽石質凝灰岩 は，斜長石片の 多い 結晶質凝

灰 岩 で ，流紋岩 と 黒 色泥 岩 の 岩 片 を含 む、岩 片 は単 層 の

中で は 下 部 に 多 く，最上 部 に は，厚 さ 1 − 2　cm の 蛭石濃

集層 をは さ む こ と が 多 い ．軽 石 は 2 〜4mm 大 で ，偏 平 に

っ ぶ れ て い る．色 は緑灰 色 で ，ろ う状光沢を示 し表面 に

は 弱 い 線構造 がみ ら れる．こ の 石 英安 山岩 質 軽石 質 凝 灰

200
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質柱状図 ． 各柱状図の 位置は，第3 図に示 してあ る， 1 ： 石英安山岩熔岩 ，2 ：石英 安山岩

熔 結 凝 灰岩，3 ： 流 紋岩質熔結凝灰 岩，4 ：流 紋 岩質凝 灰角 礫岩，5 ：流 紋岩熔 岩，6 ： 流紋岩質軽 石凝 灰

，7 ：流紋岩質火山礫 凝灰 岩，8 ：礫 岩，9 ：石英 安山岩質軽

凝灰岩
（
鍵層 ） ， 1G ： 宗 絶 凝 灰 岩 ， 11 ： 黒 色泥 岩， 12 ： 黒 色
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岩 の 近 接 した 2 枚 を 1 組 と した 3 組 の 鍵 1曽は ，模式地 か

ら 南方に 向 うに つ れ ，上位 か ら順 番 に　
・
紕 みつ っ 上 位 の

南設 亜 層群 に 切 られ て 消滅 して い る （第 4 図）．模式地で

は，2 枚 1組 の 軽石 凝 灰 岩 の 下位 か ら 2 組 の 問 に ，層 厚

ユm の 連続性 に 乏 しい 礫 岩層 が，3 枚 は さ ま れ る，こ れ

ら の 礫 岩 は ，径 1 〜2cm の 円 礫 か ら な り，淘汰 度 が 高 い ．

礫 種 は チ ャ
ート，黒雲母片麻岩，流紋岩 ，黒色泥岩 で あ

る．

　 b ．南設亜 層群
　 　 　 　 ’ろ ）

　〔1） 尾 籠累層 〔設 楽火 山 岩 団研 ，1979）

　 尾 籠累 層は，
．
ド位 か ら 巨礫 岩 層，流 紋岩 質火山 礫 凝灰

岩 層，同 質 軽石 質凝 灰 岩 層，流紋 岩 熔岩 の 5 層 に細 分 さ

れ る．

　 巨礫岩層
　 　 　 　 　 　 　 さニ　ノ’　J・t
　本層の 分布 は，行 者越断層の 南 方 で ，東門 谷 南東800m

の 地 点 だ け で あ る．岩 相 は淘 汰 度 不 良の 巨礫岩 で ， 構 成

礫 は す ぺ て 角礫 か ら な る．礫 種 は 北 設 亜層群 に 由来 す る

緑色凝 灰 岩 ， 凝 灰 岩 ・黒色泥 岩 彑層 ， 黒色 泥 岩 ，
お よ び

砂 岩で あ る．最 大礫は 緑色 凝灰 岩で ，径 が 5 × 2m に達

す る．基質は 礫 と 同質 の 細 粒砕屑物 よ りな る が
，

E部で

は流紋岩質凝灰 岩 に な り，軽石 と流紋岩片を含 む，北設

亜 層 群 と の 関 係は 直接 観 察 さ れ な い が，ア バ
ッ トの 関 係

にあ る もの と考 え られ る．

　流紋岩質火山礫凝灰 岩層

　本 層 は行 者越 断 層 の 南方 延 長 を境 に して ，層厚 と層相

が異 な り，東側 で 厚 く （160m ），西側 で は薄 い （O 〜60

m ）．

　行者越断層の 東側 で は，本層 は 下位 の 巨礫 岩 層 と漸移

関係 に あ り，北 設 亜 層群 に ア バ
ッ トの 関係 で 接 して い る．

下部 は 異質岩 片 に 富み ，卜部 に 向 か っ て異質岩 片 が少 な

く な り，上 位 の 流 紋 岩 質軽 石 質凝 灰 岩へ と漸 移 して い る．

礫種 は，流紋岩，花 こ う岩，お よ び北設亜層群 に 由来す

る砂 岩 ，黒 色 泥 岩，緑 色 凝 灰 岩 で あ り，その うち流 紋 岩

が 大部分を占め る．流紋 岩礫 は角礫 で ある が，他の 礫 は

円磨 され て い る，三河 大野 北 方の 沢 で ぱ，本層 が 東門 谷

累 層の 上部 泥 岩 層 に 対 し て ア バ
ッ トの 関係 で 接 し て い る．

こ こ で は，本層は径 lm の 緑色凝灰 岩 と径 2m に 達す る

黒色 泥 岩 の 角 礫 を含 む．

　行者越断層西側で ぱ ，本層 は オ
ーバ ー

ラ ッ プの 関係で

北設亜層群 をお お っ て い る．本層 の 岩相 は，大 部 分 が 火

山 礫凝灰 岩で あ る が，凝灰 質泥岩，流紋 岩 質軽石質凝灰

岩も挾 ん で い る．また ，本層 の 基底部 に 層厚 1m 程 度 の

円 磨 度 の 高 い 礫 か ら な る礫 岩 が 発達 す る こ と が あ る．礫

岩 に 含 まれ る 礫 の 種類は ，径 2   程 度の チ ャ
ー

ト，黒 雲

母片麻岩，緑色凝 灰 岩，黒色泥岩 で あ り，ま れ に 先新 第

二 系 の もの と思 われ る ア ル カ リ 長石に 富 む 流紋岩 質 熔 結

凝灰 岩 がみ とめ られ る．本層 に は 火 山豆 石 が まん べ ん な

く含 まれ て い る．

　流紋岩質軽石 質凝灰 岩

　 東 門谷 の 東 方 に あ る 鳳 来寺 山パ ー
ク ウ ェイの 道 路 ぞ い

に，本層 が よ く露 出 して お り，そ の 岩相 は流 紋 岩質軽石

質凝 灰 岩 で ，ほ とん どが熔結構造を示 して い る，軽 石 レ

ン ズ は 2cm 大で，臼色 で，脂 肪 状 光 沢 を示 す．岩片 は ほ

とん ど含 ま れ な い ．まれ に径 1   大の 黒色泥岩 や流 紋 岩

の 岩 片 が み られ る．基質 に は，斜長 石，石 英 の 結 品片 が

少 景 認 め られ る．

　流紋岩熔岩

　本 層 は ， 門 谷 東 方 の 鳳 来寺 山参道 ぞ い に よ くあ らわ れ

て お り，含ザ ク ロ 石黒 雲母 流紋 岩 の 熔 岩 か ら な る．本層

は下 位 の 地 層 を整 合 に お お い ，その 層厚は 行者越断層を

境 に して，その 西側 で 層 厚380m に 達 す る が，東 側 で 著 し

く薄化 して 層厚30m 程 度 とな る．本熔岩の 下部 は 臼破砕

構造を示 し，．E部 に 向か っ て 塊状 に なり，真珠岩 構造 を

示 し
， 松 脂 岩 と な る．塊状 の 部分 に は，流理 構造 が よ く

み られ る．斑晶 と して ，石英，斜長石，ア ル カ リ長石，

黒 雲 母，ザ ク ロ 石 が み と め ら れ，石基 は ガ ラ ス 基 流 晶 質

状 組 織 また は 真珠 岩組 織 を示 す．「 次的に 炭酸 塩鉱物，

石 英，ア ル カ リ長 石，絹 雲 母 が で きて い る．

　 （ii）　大 島川 累層 〔設楽火 山 岩団研 ，1979）

　本累層 は，行者越断層を境 に して 東側 に しか 分 布 しな

い ．　ド位 の 地層を整合 に お お い ，大部分 は 熔結凝 灰 岩 か

らなる．

　西 沢 川 西 方 1．5kmの 沢 （第 4 図 の h ）に み と め ら れ る 本

累層 は，下位 よ り上位 に む けて 流紋 岩 質軽 石 質 凝 灰 岩，

同 質凝 灰 角礫岩，同質 軽石 質 凝灰 岩 ，同質熔結凝 灰岩，

同質軽石質凝 灰 岩 ， 同 質凝 灰角礫岩 ，同 質軽石 質凝灰 岩，

石 英安山 岩質熔結凝灰 岩 に 細分 き れ る．鳳来寺山 パ ー
ク

ゥ エ イで は，さ らに上位の 石 英 安 lrl岩 質凝 灰 角礫岩，同

質熔結 凝 灰 岩，同質凝 灰 角 礫 岩 が み と め られ る．

　本累層中 に 発達 す る 流紋岩 質 軽石 質凝 灰 岩 層 は 3 枚 あ

り，互 い に きわ め で岩 相 が にて い る．3 枚 と も基 質中 に

は，斜 長 石，石 英 の 結 晶片 が 多い ．軽石 は 径 1 × 0．3cm程

度で ，色は 自色 で，脂肪 状 光沢 を持 つ ．異 質礫 と して ，

流紋 岩 質 熔結凝 灰 岩 ，黒 色 泥 岩 礫 が あ る．

　流紋 岩 質熔結凝灰岩 層 は，西沢 川 （第 4図 の 1）で ぱ

3枚 発達 して い る．下 位 の 2 枚 の 流 紋 岩 質 熔 結 凝 灰 岩 層

は，互 い に よ く似 た岩 相 を示 し
，

石 英 ，斜長 石 の 結 品 片

を多量 に 含む．結 晶片 と して，まれ に ザ ク ロ 石 を含む．
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　 　　　　　　　　　　　　　 　　 第 5 図 地質構造図．
1 ：南 設 亜 層群 の 基 底 ，

2 ：領 家変 成 岩
・
花 こ う岩類，3 ：圧砕岩類，4 ： 三波川 変成岩 類 ， 5 ：・1・

規模 貫 入 岩 （幅20m 以 下），6 ：大規 模貫入 岩類（幅20m 以 上），
7 ：向 斜構造 ， ドーム 構造，ベ ーズ ン

構造，8 ：断層．
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軽 石 レ ン ズ は あ ま り認 め られ な く，異 質 岩 片 は 比較 的 少

な い ．最 ll位 の 流紋 岩 質熔結凝灰 岩 層は ，軽石 レ ン ズ が

著 し く大 き く，最 大 径30cmに 達 す る．普 通 は 3 〜4em で

あ る．

　流紋岩 質 凝 灰 角礫岩 層 は，岩相 の 水 平方向 で の 変化 力轍

し く，細一粗粒凝灰岩 の 岩相 を示 す場合もみ とめ られ る．

流 紋 岩 質 凝 灰 角礫岩 の 基 質 中の 結 晶片 は，石 英 と斜長石

が 多 く，礫 と して は，最 大 径 2m に達 す る 流 紋 岩 質熔 結

凝 灰 岩 礫 が あ るが ，普通 は 3cm大の 流紋 岩 お よ び 黒色泥

岩 礫 が 多い ．

　本累層 中 に み とめ られ る 2枚 の 石英安山 岩 質熔結凝灰

岩 層 は 彑 い に そ の 岩 柑が似 て い る．下位 の もの は 連 続 性

が良 い が，上位 の もの は連 続性 に乏 しい ．と もに基蜃 に

5mm大の 斜長石，紫蘇輝 石 の 結 品片 が 多 く含 まれ る．軽

石 レ ン ズ は緑色 で，径 は 3cm，厚 さO．5cmで ， 斜長 石 の 5

mm 大の 斑 晶 を持 っ ，礫 と して ，径 10  大の 紫蘇輝石石英

安山 岩 が 多い ．こ れ らの 熔 結 凝 灰 岩 層 に は さ ま れ る 石 英

安山 岩質凝 灰 角礫岩は，逆 級化構造や 葉 理 な どの 堆積構

造 を示 す．その 基 質 は 斜 長 石片 が 多い ．含 有 す る 礫 は，

紫蘇輝石 石 英安山 岩が ほ とん どで あ る．

　（iii） 明 神 山 累 層 （設 楽 火 山 岩 団 研，1979）

　本累層 は濃緑色 で，塊状 の 紫蘇輝石石英安II「岩熔岩 か
　　　　　　　　　　　　　tb　くt
らな り，本調 査 地 域 内 で は，湯 谷 北東部 に の み 分 布 す る．

本熔岩 の 肉眼的 特徴は ， 0，5cm大 の 斜長石，3mm 大の 紫蘇

輝 石 の 斑 晶 が顕 著 な多斑 品 質 な岩 相 で あ る．鏡 下 で は，

石 基 は ピ ロ タキ シ チ ッ ク 組織 を示 し，二 次 的 に 石 英 ，ア

ル カ リ長 石，炭酸 塩 鉱物，絹 雲
・
母が 生成 して い る．

　 3．貫 入岩 類

　貫人 岩類 は そ れ らの 貫 入 規 模 か ら，大 規 模 （幅 20m 以

上 ）に な る もの と，小 規模 （幅20m 以 下）の もの に わ け

られ る （第 5 図 ）．

　 小 規 模貫 入 岩 類の 岩 質 は，玄 武岩，安山 岩，tsよ び流

紋岩 よ りなる，それ らの 産状，活動時期 は異 な る．流紋

岩 質貰 入 岩 は，貫 入 面 が きわめ て 不 規 則で 1
か っ 水 平面

に対 し て 低角度 （60
°
以下）の 傾斜を持 っ て お り，岩床状

をなす こ とが 多い ．玄 武岩 と安山 岩 は，き わ め て ぽ っ き

り し た貫 入面 を示 して お り，流 紋 岩 の 貫 入 岩 を 明 っ て い

る．こ れ らの 小規模貫入 岩の 貫入 方向の 走向 は，南北方

向，中 央構 造 線 に 平 行 した 北 東
一

南 西方 向 ，あ るい は そ

れ に直交す る方向 に 多い ．三 河大野北方 に は集中 して 貫

入 岩 が 分 布 して い る．ま た，各所の 断層面 に沿 っ て も貫

入 し て い る．

　 大規 模貫 入 岩 に は，玖 老 勢西方 か ら，南東方向 に 連 続

して 珪化 し た斑状 輝石 安 山 岩 が あ る．そ れ らの 貫 入 面 は

北西一南東走 向 を持 ち，北東に 傾斜 し て，設楽盆 状 構造

（納 富 ，1929）に 調 利 的 で あ る．湯 谷 付 近 に は ， 断 層 に そ

い 斜 長 流紋 岩 が 貫 入 し て い る．

地 　質　構　造

　新第三 紀層 の 地 質構造 は，調査地 域 の 南部 と北部 で は

大 き く異なる，南部 は 断層な どに よ っ て 乱 さ れ て い る が，

北 部 は単 調 で，北 西 一南 東 の 走 向 を示 し，北 に 30°の 傾 斜

を示 す 単斜構造を示 す．断層 に は北設 亜層群 だ け を切 る

も の と，南 設 亜 層 群 ま で を切 る も の と が あ る，

　北設亜 層群 だ け を切 る 断層は，中央構造線 に ぼ ぼ平 行
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t／、　．）　 き　 　　 　 　　 　　 　 　　 h ド　み
な もの で あ っ て ，南か ら本長 篠断層，富貴沢断 層 ，大海

断層 が あ る （第 5図）．こ れ らの 断層面 は い ず れ も 固結 し

て い て，
一

部 の 断 層 面 に は貫 入 岩 が み とめ られ ろ，

　本 長 篠断層 は ，新第三紀 層 と花 こ う岩 類 お よ び圧 砕岩

類 を境 して い る正断層 で あ る．本 断層 は 全体 的 に北 東一

南西走 向 を示 し，北 西 に 50
°
程 度 傾斜す る．そ の 落差 は 本

艮篠 付近 で 大 き く， 東方へ 行 くほ ど小 さ くな る．

　富 貴 沢断層 は ，逆 断層で ，北 東 一南 西 の 走 向 を示 し，

北西 に30 一80°傾斜 して い る．そ の 落 差 は本長篠に 近づ

く ほ ど 大 き い ．

　大 海断層 は，北東
一南 西の 走 向 を持 ち，北西 に 50

°− 80°

傾斜 し，大海付 近 で は 止断層で あ る が，東方で 逆断層 に

移 りか わ る．そ して ，木長篠北方で は，本断層 に よ っ て

東 門谷 累層 の ド部砂岩 層 に墓盤 の 花 こ う岩 が の りあ げて

い る．

　富貫 沢 断 層 と本長 篠断 層 と に は さ まれ た 地 域 に，北東

一
南西方向の 軸 を持 ち，北翼が 急斜 した 非 対称向斜構 造

が 発達 す る．その 向斜 軸 が
， 富貴沢断層 に収 れ ん して い

る こ とか ら，断層運 動 と向 斜構造形成 とは密 接 な関係 が

あ る とみ られ る．なお ，
こ の 向斜構造 の 北方 に あた る三

河大野西方 に は ，半 ドーム 構造が発 達 す る．

　 以 上 に の べ た 断層 その 他の 構造の 北 東一南 西方 向 は，

中央構造線 に 平行す る 方向で あ る が，南設亜 層群 に は そ

の 影響 を及 ぼ して い な い ．ち なみ に，南 設亜 層群 まで を

切 る 断層 に は ，行者越断層 と 湯谷付近で み とめ られ る 断

層 とが あ る．

　行者越断層 ぱ，ぽぽ 南
一
北の 走向で ，東 に傾斜 した正

断 層 で あ る、前 述の よ うに こ の 断 層 を境 に して ，尾 籠 累

層中の 流紋岩熔岩の 厚 さ が 大 き く異 な り，さ らに ，大島

川 累層は 東側 に し か 分布 し ない ．また，断層の 延長部 に

巨礫岩層 が分 布 して い る．こ れ らの こ とは，行者越断層

が地質構造上 きわめ て 沖目す ぺ き存在で あ る こ と を示 し

て い る．
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　湯 谷付近 に み られ る 断層は ，断層面 に 沿 っ て 大 規模 に

斜長 流紋岩 が貫入 して い る．本 断 層 ぱ 北東
一
南西の 走向

を示 し，南 に f頃余IFして い る．

　北設亜 層群の 基底 に み られ る不 淘汰礫 岩に つ い て

　本礫岩 は，斉藤 （1952），KATO （1962）に よ っ て 記 載

さ れ，KATo の い う田 口 累層の 一
部 に あ た る．その 分 布

は きわ め て 限 られ て い る．長 篠橋 北方 に 分布す る 不淘汰

礫岩 層 に っ い て の ル ー
トマ ッ プ，ス ケ ッ チ を 第 6 図 に 示

した．

　本礫岩 の 特徴 は ， 先 に述 ぺ た よ うに，構 成礫 の 大 部 分

が近接す る基盤岩 に 由来 す る もの ば か りか らな り，か っ ，

基 質 もそ れ らの 細 粒破砕物 か ら な る こ とで あ る．本礫岩

は礫 径 3m に達す る巨礫 を持つ 淘汰度の 低い 礫岩 で あ る．

こ の よ う な不 淘汰 礫 岩 の 存在 か ら，東 門 谷 累 層堆積前 に

堆積盆地 の 縁辺 部 に 巨礫 をもた らす急崖 が あ っ た と推 定

で きる．さ らに ，第 6図 に示 され るよ うに，こ の 巨礫岩

層 は高角度の 不整合面を持 っ て，花こ う岩 類 に対 して ア バ

ッ ト関係 を示 す．基 盤 で あ る花 こ う岩 類 は著 し く破砕 さ

れ，破断面は 固結 して い る．本礫岩層ぱ グ リーン ・
タ フ

地 域 な どで 明 らか に さ れて きた 堆 積 盆地 発 生 期 に み られ

る縁 辺礫岩 と きわ め て 共通 した性格を持 っ て い るの で ，

お そ ら くそ れ ら と同様 な機 構 で 形 成 され た と考 え られ る．

以 上 の 郭実 か ら ， 破砕 ・断裂→陥没 と い う一連 の 構造運

動 に よ っ て 堆 積盆 地 が形 成 さ れ た と推 論で き る．

　 こ の 陥没 盆地 の 水平的 規 模 に つ い て は ，不淘汰礫 岩の

分 布 が 限 ら れ て い る こ と，東 門 谷 累 層 の 下 部 砂 岩 層 が 基

盤 岩類 を広 くオーバ ーラ ッ プ の 関 係を示 し て 堆積 し て い

る た め，正確 に は 不明 で あ る．

　北設亜層群 と南設亜 層 群 の 不 整合関係 に つ い て

　北設亜 層群 と南設亜 層群 との 不 整 合関係 は ， 玖 老 勢累

層 中の 3組 の 鍵 層 が 南部 に 向 か うに っ れ，上 位 よ り順 次

削剥 され て 消滅す る こ と か ら明 らか と な っ た．本調査 地
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a 〜1 は，柱状 の 位 置 と同 じ

1 ：明神 山累 層，2 〜4 ：大島川 累層，2 ：石英安山 岩質火砕 岩 ・同 質熔 結凝 灰岩 ，3 ：流紋岩質熔

結凝 灰 岩，4 ：流紋岩質火砕 君 ， 5 〜8 ：尾 籠累層，5 ：流 紋 岩 熔 岩 ，6 ：流 紋岩 質軽 石 凝 灰 岩，7

；流紋 岩 質火山 礫 凝灰 岩，8 ：巨礫岩，9 〜10 ：玖 老 勢累屠，9 ：石 英安 】」」岩 質 軽 石凝 灰 岩 〔鍵層），

10 ：玖 老 勢累層，11 ：坪沢累層，ユ2〜13 ：東 門 谷 累1曽，12 ： E部泥岩，13 ：上部 砂 岩．
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域 に お い て は，こ の 不 整 合関 係 は 南 部 ほ ど その 規模 が 大

き くなる （第 4 図）．北設 亜 層 群 の 削 剥量 は，本長 篠断層，

富貴 沢 断 層 む よび，大 海断層の 延 長 線 に 近 い ほ ど大 き く，

それ らか ら離 れ る に した が っ て 小 さ い ．こ れ は ，隆起 運

動が こ れ らの 断層運動 と深い か か わ りが あ っ た とい え よ

う．さ ら に，こ れ らの 断層は 中央構造線 と調利 した 方向

を持 っ こ とか ら，隆起運動 と中央構造 線 の 活 動 とが 関連

して い た 可能 性 が あ る．こ れ らの 事 実 か ら
， 隆起 量 は 中

央構造線 に 近 い 調査地 域 南部 が 大 き く，北 方 に 向か う に

っ れ 小 さ くな る とい え る．

　巨礫 岩 層 お よ び，そ れ と上 方 に漸 移関係 の あ る流紋岩

質 火 山礫 凝 灰 岩 層 は ，北 設亜 層群 に 対 し て ア バ ッ トの 関

係を示 す （第 7図）．巨礫岩 層 は，北 設 亜 層群 に 由来す る

巨大 な角礫 か らな る 不淘汰礫 岩 で あ る．こ れ ら の 事 実 か

ら，巨礫岩 層 お よ び流紋岩質火山礫凝灰岩層 が堆積す る

以前 に，巨礫 を供給する よ うな急崖 を も っ た堆積盆 地 が

あ っ た と推 論で きる．こ の 堆積盆地 の 周囲 に は ， 小 規模

貫入 岩 が薯 し く多 く発達 して い る （第 5 図 ）．貫入 岩 は断

裂 帯 に 沿 っ て 貫 入 す る こ と が 多 い こ と を考 え あ わ せ る と
，

こ の 堆積盆 地の 周囲 は 断裂帯で あ っ た と推 論 で き る．こ

れ らの こ と か ら，断 裂 → 陥没 と い う過程 をへ て
， 堆積盆

地 が形成 さ れ た と結論 で きる．ま た，こ の 陥没 盆 地 は北

設 可U曹群 の 削 剥 量 の 最大の 位 置 に 存在 し て い る，こ れ は

陥没盆地形成以 前 に隆起 運 動 が起 き， そ れ に 引 きっ つ い

て ，断裂一う陥没 が起 き た と す る 考 え を支 持 す る もの で あ

る．

　 こ の よ うな堆積盆地発生の 過程 は，グ リーン ・タ フ 地

域で藤 田 （1973な ど） な ど に よ り明 らか に され て きた 隆

起→断裂
一→陥没 と い う堆 積盆地 の 発 生 過 程 と同様 と み る

こ とが で き る．

ま　 　 と　 　 め

　鳳来寺山南部地域に発 達 す る新第三 紀層を層序学的 に

研 究 し た，そ の 結果以 下 の こ とが わ か っ た．

　 （1 ）新 第 三紀 層 の 基底 に発達す る不淘汰礫 岩 は，断裂

→ 陥没 運 動 に よ っ て 形 成 され た 堆積 盆地 の 縁 辺 礫 岩 と推

定 で きる．

　 〔2 ）KATC ） （1962）の 指摘 し た 坪 沢累層 と玖 老 勢 累 層

との 不整 合 関係 は 存在 し な い 、

　（3 ）新た に，玖 老 勢 累 層 と その 上位層の 尾籠累層 との

間 に 傾 斜 不 整 合関係 を見 ，W， し た．

　（4 ）こ の 不整 合 関係 を境 に して ，北設 亜 層 群 と南 設 亜

層群 を再定義 した （第 1 表 ）．

　（5 ）こ の 不整 合 の 形成 に 関与 した 隆起運 動は，調 査 地

域の 南部 ほ ど隆起 量 の 大 きな運 動 で あ る．

　（6 ）南 部 に は，中央構造線 に平行 した 断層 が 多 く発達

し，それ らは 南設亜層群 に その 影 響を与 えて い ない こ と

か ら，隆 起 運動 とこ れ らの 断層運動 とが関 係 して い た と

推論 した．

　（7 ）隆 起 量 の 大 きな地 域 に，南設 亜 層 群 の 陥没 堆積盆

地 を推定 し た．

　（8 ）設 楽 堆積盆 地 で は，時期 を異 に して ，少 な く と も

2 回の 陥没 盆 地 形 成 が行 な わ れ た．
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